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全
日
本
シ
ー
ル
印
刷
協
同
組

合
連
合
会(

田
中
祐
会
長)

主
催

の
「
第
六
十
六
回
年
次
大
会
神

奈
川
大
会
」
は
、
十
月
十
一
日

(

金)

に
、
横
浜
市
の
ニ
ュ
ー
グ

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
於
い
て
開
催

さ
れ
、
全
国
か
ら
組
合
員
・
会

友
、
協
賛
会
、
報
道
関
係
、
ご

来
賓
な
ど
二
八
〇
名
が
参
加
し

ま
し
た
。 

 

式
典
に
先
立
っ
て
研
修
会
が

午

後

二

時

半

よ

り

開

か

れ

、

「
下
請
法
に
つ
い
て
」
と
「
フ

リ
ー
ラ
ン
ス
の
取
引
の
適
正 

                   

化
」
に
つ
い
て
公
正
取
引
委
員

会
の
担
当
者
に
よ
る
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。 

 

こ
れ
は
大
阪
シ
ー
リ
ン
グ
印

刷
の
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
へ
の
対
応

に
つ
い
て
指
摘
さ
れ
た
こ
と
を

受
け
て
急
き
ょ
決
ま
っ
た
も
の

で
、
下
請
取
引
に
つ
い
て
や
フ

リ
ー
ラ
ン
ス
へ
の
対
応
に
つ
い

て
勉
強
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
後
式
典
に
移
り
国
歌
斉

唱
、
先
輩
物
故
者
に
黙
と
う
し

た
後
、
田
中
祐
会
長
が
主
催
者

を
代
表
し
て
「
組
合
の
存
在
理 

                   

由
と
は
何
か
と
い
う
事
を
照
ら

し
て
『
原
点
回
帰
』
を
大
会
テ

ー
マ
に
掲
げ
、
改
め
て
年
次
大

会
の
意
義
を
党
大
会
に
し
た
い

と
神
奈
川
の
組
合
と
協
賛
会
に

協
力
を
得
て
、
心
に
残
る
大
会

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
挨

拶
し
、
続
い
て
来
賓
の
祝
辞
と

し
て
日
印
産
連
の
高
島
淳
一
常 

  

務
理
事
、
協
賛
会
の
服
部
真
会

長
、
神
奈
川
県
中
央
会
の
鎮
野

正
孝
事
務
局
長
が
祝
辞
を
述
べ

ま
し
た
。 

 

連
合
会
報
告
の
後
、
表
彰
式

に
移
り
、
功
労
者
検
証
と
優
良

従
業
員
表
彰
が
行
わ
れ
続
い
て

第
三
十
四
回
シ
ー
ル
ラ
ベ
ル
コ

ン
テ
ス
ト
の
表
彰
も
行
わ
れ 
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第 6 6 回年次大会神奈川大会  

全国から 280 名を越える参加者が  

「原点回帰」で新たな団結を誓う  

http://www.label-tokyo.com/
mailto:tlpa_1966@ka2.so-net.ne.jp


ま
し
た
。 

 
大
会
宣
言
は
全
日
本
シ
ー
ル

印
刷
青
年
部
協
議
会
の
山
下
圭

三
会
長
が
行
い
、
次
回
開
催
予

定
の
大
阪
の
坂
田
康
司
理
事
長

が
閉
会
の
辞
を
述
べ
、
歴
史
あ

る
ホ
テ
ル
で
十
四
年
ぶ
り
に
開

催
さ
れ
た
年
次
大
会
式
典
は
幕

を
閉
じ
ま
し
た
。 

式

典

終

了

後

会

場

を

ペ

リ

ー
来
航
の
間
に
移
し
て
午
後
五

時
半
よ
り
懇
親
会
が
開
か
れ
、

担
当
協
組
の
堀
木
淳
一
理
事
長

が
歓
迎
の
挨
拶
を
行
い
、
参
加

者
全
員
で
乾
杯
、
横
浜
ら
し
い

ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド
の
演
奏
と
中
華

料
理
な
ど
で
会
場
は
盛
り
上
が

り
、
次
回
担
当
協
組
の
大
阪
の 

 

              

坂
田
康
司
理
事
長
の
予
告
と
、

神
奈
川
の
佐
々
木
兼
一
副
理
事

長
の
中
締
め
で
め
で
た
く
お
開

き
に
な
り
ま
し
た
。 

 

翌
日
は
エ
キ
ス
カ
ー
シ
ョ
ン

と
し
て
横
浜
市
内
一
日
観
光
バ

ス
ツ
ア
ー
と
、
千
葉
県
木
更
津

市
の
「
マ
リ
ア
ゴ
ル
フ
リ
ン
ク

ス
」
に
て
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ 

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

当

日

は

大

会

に

先

立

ち

午

前
十
一
時
半
よ
り
恒
例
の
Ｏ
Ｂ

会
が
ホ
テ
ル
内
で
開
催
さ
れ
、

当
組
合
顧
問
の
渡
邉
正
一
氏
な

ど
長
老
が
参
加
し
、
一
年
ぶ
り

の
再
会
を
喜
び
合
い
ま
し
た
。 

 

な
お
、
次
回
の
第
六
十
七
回

は
大
阪
で
開
催
さ
れ
ま
す
。 

               

 

十
月
度
理
事
会
議
事
録 

 

■
日
時
・
八
月
八
日(

木)
 

■
場
所
・
組
合
会
議
室 

■
出
席
者
・
北
島
憲
高 

大

澤
雅
純 

本
間
敏
道 

平
山
愛

二
郎 

保
坂
知
彦 

前
田
智
信 

清
宮
和
夫 

欠
席
者
・
藤
井
雅

一 【
議
題
】 

①
第
六
十
六
回
年
次
大
会
神
奈

川
大
会
に
つ
い
て 

参

加

者

が

組

合

員 

七

名

北
島
シ
ー
ル
印
刷
二
名 

昭
和

レ
ー
ベ
ル
二
名 

大
進
ラ
ベ
ル 

前
田
印
刷
所 

サ
ン
メ
ッ
ク)  

協
賛
会 

二
十
一
名 

計
三
十

名
で
あ
る
と
報
告
が
あ
っ
た
。 

 

②
合
同
支
部
会
開
催
に
つ
い
て 

会

場

は

「

上

野

梅

の

花

」 
日
時
は
十
二
月
十
三
日(

金)

午

後
六
時
よ
り 

研
修
は
未
定
と

報
告
が
あ
り
了
承
さ
れ
た
。 

③
第
一
二
三
回
ラ
ベ
ル
会 

 

十
一
月
二
十
八
日(
木)  

佐

倉
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
に
て
開

催
が
決
定
し
た
こ
と
が
報
告
さ

れ
了
承
さ
れ
た
。 

④
勉
強
会
に
つ
い
て 

 

日

本

ラ

ベ

ル

提

供

に

よ

る

動
画
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー
を
来
年

一
月
か
二
月
に
開
催
す
る
こ
と

で
報
告
さ
れ
、
講
師
の
先
生
と

今

後

打

ち

合

わ

せ

る

こ

と

で 

了
承
さ
れ
た
。 

⑤
合
同
賀
詞
交
歓
会
に
つ
い
て 

一
月
九
日(

木)  

午
後
五
時 

よ
り
上
野
精
養
軒
に
於
い
て
今 

回
は
当
組
合
担
当
で
開
催
す
る 

こ
と
に
な
り
、
会
費
は
事
前
に 

銀
行
振
り
込
み
に
す
る
こ
と
で 

了
承
さ
れ
た
。 

⑥
ラ
ベ
ル
フ
ェ
ス
タ
二
〇
二
五   

 

 

第
二
回
目
の
「
ラ
ベ
ル
フ
ェ

ス

タ

」

は

、

来

年

八

月

二

日

(

土)  

都
立
産
業
貿
易
セ
ン
タ

ー
浜
松
町
館
で
開
催
す
る
こ
と

に
な
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
、

今
回
は
前
回
以
上
に
組
合
員
、 

協
賛
会
に
も
協
力
を
仰
ぐ
こ
と

に
な
っ
た
と
報
告
が
あ
り
了
承

さ
れ
た
。 

⑦
業
務
改
善
助
成
金
に
つ
い
て 

 

十
月
一
日
よ
り
東
京
都
の
最

低
賃
金
が
一
一
六
三
円
と
な
り
、

組
合
員
に
周
知
徹
底
を
図
る
こ

と
と
、
そ
の
た
め
の
業
務
改
善

助
成
金
が
東
京
都
か
ら
出
る
こ

と
に
な
り
、
労
働
時
間
短
縮
の

た
め
の
設
備
投
資
や
人
材
研
修

の
た
め
の
助
成
金
を
活
用
し
て

ほ
し
い
と
報
告
が
あ
っ
た
。 

  
 

 
終
了 

午
後
七
時
半 

 

                                 

 



          

  

ラ

ベ

ル

新

聞

社

主

催

の

「
ラ
ベ
ル
フ
ォ
ー
ラ
ム
ジ
ャ
パ

ン
二
〇
二
四
」
は
、
十
月
二
十

三
日
か
ら
三
日
間
、
東
京
ビ
ッ

グ
サ
イ
ト
に
於
い
て
、
一
〇
三

社
、
一
八
八
小
間
の
規
模
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

同
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
は
コ

ロ
ナ
の
影
響
で
五
年
ぶ
り
で
し

た
が
、
会
場
を
東
京
ビ
ッ
グ
サ 

  

イ
ト
に
移
し
た
こ
と
も
あ
り
、

初
日
か
ら
多
く
の
来
場
者
が
詰

め
か
け
、
今
回
は
国
内
初
め
て

と
な
る
デ
ジ
タ
ル
印
刷
機
や
ナ

ロ
ー
ウ
エ
ブ
の
フ
レ
キ
ソ
印
刷

機
な
ど
、
最
新
鋭
の
機
材
が
一

堂
に
展
示
さ
れ
ま
し
た
。 

 

今
回
は
会
場
を
ビ
ッ
グ
サ
イ

ト
に
移
し
た
こ
と
や
会
期
を
二

日
か
ら
三
日
に
し
た
こ
と
、
東

京
パ
ッ
ク
や
食
品
開
発
展
が
同

時
開
催
さ
れ
た
こ
と
で
相
乗
効

果
が
生
ま
れ
、
会
期
中
九
千
人

近
い
来
場
者
が
あ
っ
た
。 

  

光
英
堂
シ
ー
ル
印
刷 

 
 

新
社
長
に
坂
内
英
幸
氏 

  

光
栄
堂
シ
ー
ル
印
刷
は
、
前

社
長
逝
去
の
た
め
、
こ
の
ほ
ど

新
社
長
に
坂
内
英
幸
氏
が
就
任

し
ま
し
た
。 

  

タ
カ
ノ
機
械
製
作
所 

新
社
長
に
仁
科
俊
昭
氏 

  

タ
カ
ノ
機
械
製
作
所
は
、
こ

の
ほ
ど
代
表
取
締
役
社
長
に
仁

科
俊
昭
氏
が
就
任
い
た
し
ま
し

た
。
関
目
茂
也
氏
は
取
締
役
相

談
役
に
就
任
し
ま
し
た
。 

 

日
本
ラ
ベ
ル
新
社
長
に 

平
山
雄
太
氏
が
就
任 

  

㈱
日
本
ラ
ベ
ル
は
、
こ
の
ほ

ど
代
表
取
締
役
社
長
に
平
山
雄

太
氏
が
就
任
し
、
平
山
愛
二
郎

氏
は
相
談
役
に
就
任
し
ま
し
た
。 

  
 

お
詫
び
と
訂
正 

連

合

会

発

行

の

全

国

会

員

名
簿
で
協
賛
会
・
坂
崎
彫
刻
社

長
の
お
名
前
が
間
違
っ
て
お
り

ま
し
た
。
こ
こ
に
お
詫
び
し
て

訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 
 (

誤)  

坂
﨑
一
充 

(

正)  

坂
﨑
一
允 

              

       
 

                          

 

ラベルフォーラムジャパ

ン  

最新鋭の機材一堂に  

103 社 188 小間で  

平成 7 年合同賀詞交歓会  

1 月 9 日 (木 )に上野精養軒  

参加申し込み受付中です  



 
 

   

■
ワ
ク
チ
ン
の
歴
史 

こ

こ

四

、

五

年

は

新

型

コ

ロ
ナ
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
で
、
大
半
の
人
が

そ
の
恩
恵
に
あ
ず
か
っ
て
い
る

が
、
そ
も
そ
も
ワ
ク
チ
ン
と
は

い
っ
た
い
何
な
の
だ
ろ
う
か
。 

ワ

ク

チ

ン

と

は

「

牛

の

疱

瘡
か
ら
造
っ
た
免
疫
の
種
」
と

い

う

ド

イ

ツ

語

「

バ

ク

チ

ー

ン

」

を

借

り

た

言

葉

で

「

種

痘
」
と
翻
訳
さ
れ
ま
す
が
、
疱

瘡

以

外

の

病

気

に

つ

い

て

も

「

免

疫

の

種

、

免

疫

を

造

る

薬
」
と
い
う
意
味
で
使
わ
れ
て

い
ま
す
。 

そ

の

歴

史

は

古

く

一

七

九

六
年
に
イ
ギ
リ
ス
人
医
師
ジ
ェ

ン
ナ
ー
が
天
然
痘
ワ
ク
チ
ン
を

八
歳
の
少
年
に
対
し
て
接
種
し

た
の
が
始
ま
り
と
い
わ
れ
て
い

て
、
そ
れ
か
ら
二
二
〇
年
あ
ま

り
が
経
過
し
て
い
ま
す
。 

そ

の

間

、

多

く

の

先

人

た

ち
に
よ
り
ワ
ク
チ
ン
の
製
造
技

術
、
品
質
管
理
の
技
術
の
進
歩

が
な
さ
れ
、
ワ
ク
チ
ン
類
は
、

こ
れ
ま
で
の
感
染
症
の
予
防
と

治
療
の
分
野
で
大
き
な
役
割
を 

    果
た
し
て
き
ま
し
た
。 

免

疫

が

で

き

る

病

気

は

い

く
つ
か
知
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、

適
応
力
の
大
き
い
乳
幼
児
の
時

に
、
あ
る
い
は
健
康
な
時
に
、

あ
ら
か
じ
め
免
疫
を
作
り
上
げ

る

工

夫

が

さ

れ

て

い

ま

す

。

「

免

疫

を

つ

く

る

種

（

た

ね
）
」
を
注
射
し
た
り
皮
膚
に

付
け
た
り
し
て
、
そ
の
病
気
に

対
す
る
免
疫
力
を
造
る
の
で
す
。 

 

ま
た
、
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す

る
こ
と
を
予
防
接
種
と
い
い
ま

す
。
最
近
で
は
二
〇
二
〇
年
か

ら
新
た
に
発
生
し
た
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
に

よ
り
、
ワ
ク
チ
ン
に
よ
る
感
染

や
疾
病
の
予
防
に
つ
い
て
期
待

が
高
ま
り
、
そ
の
重
要
性
が
認

識
さ
れ
て
い
ま
す
。 

細

菌

学

・

ウ

イ

ル

ス

学

・

免
疫
学
な
ど
を
は
じ
め
と
す
る

学
問
の
進
歩
が
目
覚
ま
し
い
も

の
が
あ
る
一
方
、
世
界
的
に
は 

二
〇
〇
九
年
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
中
東
呼
吸

器
感
染
症
（
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
）
、
ア

フ
リ
カ
に
お
け
る
エ
ボ
ラ
出
血

熱
、C

O
V

I
D

-
1

9

が
世
界
に 

    

多
大
な
影
響
を
与
え
て
お
り
、 

今
後
も
新
興
感
染
症
の
発
生
に

注
視
が
必
要
で
す
。 

と

は

い

え

、

一

九

八

〇

年

五
月
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
天
然
痘
根
絶

を
宣
言
し
た
よ
う
に
人
類
は
脅

威
で
あ
っ
た
感
染
症
を
一
つ
地

球
上
か
ら
無
く
す
こ
と
が
で
き

た
の
で
す
。 

■
予
防
接
種
の
意
義 

C
O

V
I

D
-
1

9

に
つ
い
て
も
、

発
生
当
初
は
、
三
密
の
回
避
、

マ
ス
ク
、
手
指
衛
生
な
ど
薬
物

以
外
の
も
の
に
頼
ら
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
予
防
方
法
も
、
異
例

の
早
さ
で
開
発
・
実
用
化
が
進

め
ら
れ
た
ワ
ク
チ
ン
の
登
場
に

よ
っ
て
、
薬
物
に
よ
る
予
防
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
対
応
も

大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。 

一
方
、C

O
V

I
D

-
1

9

の
勢

い
に
押
さ
れ
た
の
か
、
あ
る
い

は
薬
物
以
外
の
手
法
が
功
を
奏

し
た
の
か
、
季
節
性
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
や
小
児
を
中
心
と
し
た

多
く
の
一
般
的
な
感
染
症
は
軒

並
み
減
少
し
ま
し
た
。
し
か
し

こ
れ
も
感
染
症
パ
タ
ー
ン
が
変

化
し
、
海
外
で
は
激
し
い
ロ
ッ

ク
ダ
ウ
ン
等
か
ら
小
児
の
定
期

予
防
接
種
を
受
け
る
機
会
が
減

り
、
予
防
接
種
に
よ
っ
て
防
げ

る
疾
患
の
発
生
等
が
危
惧
さ
れ

て
い
ま
す
。
国
内
で
も
同
様
の

傾
向
が
一
部
み
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
全
般
的
に
は
定
期
接
種
は

粛
々
と
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

現

在

日

本

で

の

ワ

ク

チ

ン

は
定
期
摂
取
と
任
意
接
種
が
あ

り
、
定
期
摂
取
で
は
Ｂ
Ｃ
Ｇ
や

は
し
か
、
風
疹
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
、
肺
炎
球
菌
な
ど
が
あ
り 

任
意
接
種
で
は
お
た
ふ
く
か
ぜ
、 

狂
犬
病
、
帯
状
疱
疹
が
あ
り
ま

す
が
、
す
べ
て
合
わ
せ
る
と
約

三
〇
以
上
の
ワ
ク
チ
ン
が
あ
り

ま
す
。 

世

界

で

は

約

八

八

〇

万

人

の
五
歳
未
満
の
こ
ど
も
達
が
亡

く

な

っ

て

い

て

（

二

〇

〇

八

年
）
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
開
発
途

上
国
や
戦
争
下
の
子
ど
も
た
ち

で
す
。
死
亡
の
原
因
の
ほ
と
ん

ど
が
感
染
症
に
よ
る
も
の
で
あ

り
、
そ
の
一
七
％
の
こ
ど
も
達

は
予
防
接
種
（
ワ
ク
チ
ン
）
で

予
防
で
き
る
も
の
で
す
。
感
染

症
は

C
O

V
I

D
-
1

9

の
み
で
は

な
い
の
で
す
。 

 
【
参
考
資
料
】 
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ご
存
知
で
す
か
？ 

ま
す
ま
す
高
ま
る
ワ
ク
チ
ン
の
重
要
性
が 

https://www.sasson-hospital.jp/blog/%E3%83%AF%E3%82%AF%E3%83%81%E3%83%B3%E3%81%A3%E3%81%A6%E4%BD%95%EF%BC%9F%EF%BC%81%E3%83%AF%E3%82%AF%E3%83%81%E3%83%B3%E3%81%AE%E6%AD%B4%E5%8F%B2%E3%81%8B%E3%82%89%E4%BA%88%E9%98%B2%E6%8E%A5%E7%A8%AE.html


■
く
も
膜
下
出
血
と
は 

く

も

膜

下

出

血

と

は

、

脳

を
覆
う
三
層
の
膜
の
隙
間
で
あ

る“

く
も
膜
下
腔”

に
出
血
が
生

じ
る
病
気
で
す
。
脳
は
外
側
か

ら
硬
膜
・
く
も
膜
・
軟
膜
と
呼

ば
れ
る
三
つ
の
膜
で
重
な
る
よ

う
に
包
ま
れ
て
お
り
、
く
も
膜

下
腔
は
く
も
膜
と
軟
膜
の
隙
間

を
指
し
ま
す
。 

             

  

多

く

は

く

も

膜

下

腔

を

走

行
す
る
動
脈
の
分
岐
部
に
動
脈

瘤
が
形
成
さ
れ
、
そ
れ
が
破
裂

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
発
症
し
ま

す
。
ま
た
、
動
脈
瘤
以
外
に
も

頭
部
外
傷
や
先
天
的
な
血
管
の

形
態
異
常
な
ど
が
原
因
で
引
き

起
こ
さ
れ
る
こ
と
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。 

脳

動

脈

瘤

破

裂

に

よ

る

く

も
膜
下
出
血
は
五
〇
～
六
〇
歳

の
発
症
者
が
多
く
、
突
然
バ
ッ

ト
で
殴
ら
れ
た
よ
う
な
激
烈
な

頭
痛
や
吐
き
気
・
嘔
吐
を
生
じ

る
こ
と
が
特
徴
で
す
。 

ま

た

、

出

血

量

が

多

い

場

合
は
脳
が
圧
迫
さ
れ
る
こ
と
で

意
識
を
失
う
こ
と
も
多
く
、
突

然
死
の
原
因
と
な
り
得
る
ほ
か
、

手
術
な
ど
の
治
療
に
よ
っ
て
救

命
で
き
た
場
合
で
も
後
遺
症
が

残
る
リ
ス
ク
が
高
い
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
く
も
膜
下
出
血
の
原

因
の
八
～
九
割
は
脳
動
脈
瘤
の

破
裂
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

  

■
症
状
は 

 

く
も
膜
下
出
血
の
主
な
症
状

は
頭
痛
で
、
吐
き
気
や
嘔
吐
を

伴
い
、
意
識
が
朦
朧
と
す
る
・

意
識
を
失
う
と
い
っ
た
意
識
障

害
を
生
じ
る
こ
と
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
脳
動
脈
瘤
破
裂
に

よ
る
く
も
膜
下
出
血
の
場
合
は
、

意
識
が
あ
れ
ば
、
突
然
“
バ
ッ

ト
で
殴
ら
れ
た
よ
う
な
非
常
に

強
い
頭
痛
”
を
生
じ
る
こ
と
が

特
徴
で
す
。 

ま

た

、

脳

内

に

出

血

を

伴

っ
た
場
合
に
は
手
足
の
麻
痺
や

言
葉
が
出
な
い
と
い
っ
た
神
経

症
状
を
伴
い
ま
す
。 

脳

動

脈

瘤

破

裂

に

よ

る

く

も
膜
下
出
血
は
、
発
症
す
る
と

三
割
近
く
が
命
を
落
と
す
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
一
命
を

と
り
と
め
た
場
合
で
も
、
頭
蓋

骨
内
の
圧
力
が
上
昇
（
頭
蓋
内

圧
亢
進
）
し
続
け
る
と
、
脳
に

ダ
メ
ー
ジ
が
加
わ
っ
て
重
篤
な

後
遺
症
を
残
す
こ
と
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。 

 

■
治
療
方
法 

 

く
も
膜
下
出
血
の
治
療
は
発

症
原
因
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な

り
ま
す
。
も
っ
と
も
多
い
脳
動

脈
瘤
破
裂
に
よ
る
く
も
膜
下
出

血
で
は
、
脳
の
む
く
み
や
血
圧

上
昇
な
ど
を
改
善
す
る
た
め
の

薬
物
療
法
の
ほ
か
、
基
本
的
に

は
動
脈
瘤
の
再
破
裂
を
予
防
す

る
た
め
の
手
術
や
カ
テ
ー
テ
ル

治
療
（
血
管
内
治
療
）
が
行
わ

れ
ま
す
。 

手

術

は

動

脈

瘤

の

根

元

を

医
療
用
の
ク
リ
ッ
プ
で
止
め
て

血
流
を
遮
断
す
る
“
ク
リ
ッ
ピ

ン
グ
術
”
が
行
わ
れ
ま
す
が
、

近
年
で
は
体
へ
の
負
担
が
少
な

い
カ
テ
ー
テ
ル
を
使
っ
て
医
療

用
の
細
い
金
属
を
動
脈
瘤
内
に

挿

入

し

、

血

流

を

遮

断

す

る

“
コ
イ
ル
塞
栓
術
”
が
選
択
さ

れ
る
ケ
ー
ス
も
増
え
て
い
ま
す
。 

一

方

、

血

管

奇

形

な

ど

が

原
因
の
く
も
膜
下
出
血
で
は
、

出
血
の
原
因
と
な
る
異
常
血
管

を
摘
出
す
る
手
術
や
ガ
ン
マ
ナ

イ
フ
に
よ
る
放
射
線
治
療
、
血

管
内
治
療
に
よ
る
塞
栓
術
な
ど

が
行
わ
れ
ま
す
。 

ま

た

、

外

傷

に

よ

る

く

も

膜
下
出
血
で
は
基
本
的
に
手
術

の
必
要
は
な
く
、
脳
の
む
く
み

を
抑
え
る
薬
な
ど
を
用
い
な
が

ら
経
過
を
観
察
し
ま
す
。
し
か

し
、
脳
の
む
く
み
が
著
し
い
場

合
に
は
頭
蓋
骨
の
一
部
を
切
除

し
て
脳
圧
を
低
下
さ
せ
る
“
減

圧
開
頭
術
”
が
必
要
に
な
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。 

 

■
予
防
は 

 

く
も
膜
下
出
血
の
原
因
で
も

っ
と
も
多
い
脳
動
脈
瘤
破
裂
は
、

高
血
圧
や
脂
質
異
常
症
な
ど
の

生
活
習
慣
病
が
あ
る
場
合
や
、

喫
煙
歴
、
過
度
な
飲
酒
歴
が
あ

る
場
合
に
起
こ
り
や
す
い
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
く

も
膜
下
出
血
を
予
防
す
る
に
は

食
事
や
運
動
な
ど
の
生
活
習
慣

を
整
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

 

【
参
考
資
料
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No211 健康がいちばん !  

後遺症のリスク「くも膜下出血」  

非常に強い頭痛、吐き気、嘔吐  

https://medicalnote.jp/diseases/%E5%8B%95%E8%84%88%E7%98%A4
https://medicalnote.jp/diseases/%E9%A0%AD%E7%97%9B
https://medicalnote.jp/diseases/%E7%AA%81%E7%84%B6%E6%AD%BB
https://medicalnote.jp/diseases/%E7%AA%81%E7%84%B6%E6%AD%BB
https://medicalnote.jp/diseases/%E8%84%B3%E5%8B%95%E8%84%88%E7%98%A4
https://medicalnote.jp/diseases/%E9%A0%AD%E7%97%9B
https://medicalnote.jp/diseases/%E5%8B%95%E8%84%88%E7%98%A4
https://medicalnote.jp/diseases/%E5%A4%96%E5%82%B7
https://medicalnote.jp/diseases/%E9%AB%98%E8%A1%80%E5%9C%A7
https://medicalnote.jp/diseases/%E8%84%82%E8%B3%AA%E7%95%B0%E5%B8%B8%E7%97%87
https://medicalnote.jp/diseases/%E7%94%9F%E6%B4%BB%E7%BF%92%E6%85%A3%E7%97%85
https://medicalnote.jp/diseases/%E3%81%8F%E3%82%82%E8%86%9C%E4%B8%8B%E5%87%BA%E8%A1%80?utm_campaign=%E3%81%8F%E3%82%82%E8%86%9C%E4%B8%8B%E5%87%BA%E8%A1%80_%E6%A6%82%E8%A6%81&utm_medium=ydd&utm_source=yahoo#%E6%A6%82%E8%A6%81


  

   

Ｓ
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ 

Ｇ
Ｐ
ジ
ャ
パ

ン(

東
京
都
江
東
区
越
中
島
一
丁

目
一
の
一 

ヤ
マ
タ
ネ
深
川
一

号
館
五
階 

電
話
五
六
二
一-

八

二
六
六)

で
は
、
こ
の
ほ
ど
Ｕ
Ｖ

イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
ラ
ベ
ル
印
刷

機
「3

5
0

U
V

 
S

A
I

」
を
発
売

し
ま
し
た
。 

 

同
機
は
近
年
需
要
が
ま
す
ま

す
高
ま
る
バ
リ
ア
ブ
ル
ラ
ベ
ル 

 
 

な

ど

の

小 

～

中

ロ

ッ

ト

ジ

ョ

ブ

に

超

短

納

期

で

対

応

す

る

、

デ

ジ

タ

ル

ラ

ベ

ル

印

刷

機

の

最

新

モ

デ

ル

。

こ

れ

ま

で

欧

州

を

は

じ

め

多

く

S
A

I
 

シ

リ

ー
ズ
の
特 

    

   

 

徴
で
あ
っ
た
早
い
立
ち
上
が
り

や
高
い
生
産
性
、
安
定
し
た
高

品
質
、
操
作
性
の
良
さ
な
ど
を

継
承
し
、
更
に
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

特
長
と
し
て
は
、 

①

拡

張

性

に

富

ん

だ

ス

タ

ン

ダ

ー

ド

モ

デ

ル

（

Ｓ

モ

デ

ル
）
、
食
品
ラ
ベ
ル
用
モ
デ
ル

（L
M

モ
デ
ル
低
臭
気
）
の
二

つ
の
モ
デ
ル
を
用
意
し
て
い
る  

   

    

他
、
色
追
加
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ア

ッ
プ
グ
レ
ー
ド
に
も
対
応
し
て

い
る
た
め
、
用
途
に
合
わ
せ
た

最
適
な
モ
デ
ル
の
ご
提
案
や
業

務
に
応
じ
た
柔
軟
な
機
能
拡
張

が
可
能
。 

②

最

高

6
0
m
/
 

分

（
Ｓ

モ

デ
ル
）
の
高
速
印
刷
に
加
え
、

印
刷
前
準
備
時
間
（
ロ
ー
ル
交

換
・
版
交
換
・
見
当
合
わ
せ
な

ど
）
を
大
幅
に
短
縮
。
ア
ナ
ロ

グ
輪
転
機
三
台
分
ほ
ど
の
生
産

性
を
わ
ず
か
一
台
で
実
現
。 

③

オ

レ

ン

ジ

・

ブ

ル

ー

イ

ン
ク
の
同
時
搭
載
で
、
さ
ら
に

広
い
色
域
の
表
現
が
可
能
に
。 

 
 

ま

た

、

プ

ラ

イ

マ

ー

イ

ン

ク
の
追
加
に
よ
り
、
更
に
幅
広

い
基
材
対
応
を
実
現
し
ま
す
。 

特
色
イ
ン
ク
の
使
用
で
総
イ
ン

ク
量
が
削
減
さ
れ
る
た
め
、
コ

ス
ト
削
減
に
も
つ
な
が
る
。 

④

印

刷

出

力

に

関

す

る

各

種
操
作
を
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
に
集

約
。
毎
日
の
ヘ
ッ
ド
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
も
ボ
タ
ン

1

つ
で
Ｏ
Ｋ
。

見
や
す
い
Ｇ
Ｕ
Ｉ
で
、
一
週
間

以
内
で
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
可

能
。
で
す
。
現
物
色
合
わ
せ
や 

    特
色
の
色
合
わ
せ
も
、
簡
単
な 

操
作
で
ス
キ
ル
レ
ス
で
実
現
。

複
数
台
を
所
有
す
る
場
合
で
も
、

ロ
ー
ル
替
え
か
ら
色
合
わ
せ
、

印
刷
ま
で
一
人
で
オ
ペ
レ
ー
シ

ョ
ン
が
可
能
で
す
。 

 

さ
ら
に
イ
ン
ク
密
着
性
・
画

質

改

善

の

た

め

に

、

T
P

-

J
L

3
5

0

内
に
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ

ト
ユ
ニ
ッ
ト
を
追
加
し
イ
ン
ク

ジ
ェ
ッ
ト
プ
ラ
イ
マ
ー
塗
布
を

行
う
デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
イ
マ
ー
オ

プ
シ
ョ
ン
機
能
も
装
備
さ
れ
て

お
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
基
材
適

性
工
場
が
図
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。 

 

ま
た
当
社
が
提
供
す
る
Ｕ
Ｖ

イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
技
術
は
、
シ

ン
グ
ル
パ
ス
に
よ
る
滑
ら
か
な

グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
の
出
力
や
、

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
生
産
性
、
高

色
域
の
Ｃ
Ｍ
Ｙ
Ｋ
出
力
を
求
め

る
顧
客
か
ら
賞
賛
の
声
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。 

  
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。 

h
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第
二
一
六
回

「
Ｓ
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
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Ｇ
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ジ
ャ
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ン
」 
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U V インクジェットデジタル印刷機  

「Tr uep r ess  LABE L350U V S AI」  

新機能デジタルプライマーを 


